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The Pitfall of Multi-Cultural Coexistence
SAKUMA, Kousei１
要旨：こんにち、多文化共生ということがしばしばいわれる。この語が意味するところは、日本にも海外から
多くの外国人が来る時代を迎え、日本人の文化と異なる文化を理解し、コミュニティ内部でお互い共存してい
こうとするものである。しかしこうなると、日本人が身に着けている文化も、多文化からなることを見失わせ
るのではないか。
文化は、人々の慣れ親しんでいる習俗や宗教とも密接に結びつくものであるが、これらは特定の国家や領域
にのみみられるものではない。近代国家は成立してたかだか２～３世紀の歴史しかもたないが、習俗も宗教も
近代国家成立以前から民衆のなかに生きていた。それゆえ習俗、宗教、そして文化は、国家単位で考えられる
ものではなく、国家の領域性を超えた広範な地域にまたがるものである。
となればわれわれの身に着けている文化は、近代国家成立以前からの近隣諸国、諸地域との民衆の交流によ
る習俗、宗教からなるそれ自体が複合的なものである。相手の文化のみを他文化（多文化）とみるのではな
く、自国の文化それ自体をも複合的なまなざしから捉えることが必要である。
本校の課題は、自国の文化の複合多文化性を習俗や宗教の次元から捉えなおしてみることである。
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こんにち、多文化共生ということがよくいわれるけれ
ど、この言葉は多分に誤解をうみやすい表現である。こ
うしたいい方が定着すると、自国の文化それ自体も多文
化からなることが見失われてしまうのではないか。
多文化共生とは、一般の理解では自国の文化があり、
そこに外国人などが来ることにより、さまざまな異質な
宗教、文化、行動がもたらされ、それらによって生じる
摩擦や対立をお互いに異なる文化や行動を理解し合うこ
とによって、共存していくことである。
これは日常的には重要な考えであり、異質な文化の担
い手である隣人と共存するには、必要不可欠な知恵であ
る。しかし、ここには自分の依拠している当の文化も、
複合多文化からなることを見失わせる恐れがある。多文
化共生とは、相手の文化のみを他文化（多文化）とみな
いで、自分の文化も他文化（多文化）からなることを自
覚するものでなければならない。いくつかの例をもとに
考えてみたい。
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社会や文化をどう捉えるかは、個に目覚めた近代人共
通の課題であろう。自分が生きかつ動いている社会の構
成をどう捉えるかは、わけても社会科学者をひきつけて
やまない。マルクスの社会構成体論は、こうした問いに
対する一つの解答である。誤解されることの多い、土
台、すなわち生産諸関係が、政治や法、教育をも含む上
部構造を規定しつつ再生産を繰りかえし、新しい社会の
芽をもその胎内に胚胎させていくという考えは、自分が
生き、かつ次世代へとつながる社会や文化がなぜ自己転
生しつつ未来につながるかに関する有力な見方の一つで
ある。
しかしこの方法は、生産力や生産関係、生産手段な
ど、人間の身近な行為連関からすると、いまだ抽象性を
免れない。とりわけ同じ社会科学のなかでも複数の人間
の行為から社会関係を組み立てる社会学にとって、土台
―上部構造論は、抽象の域にとどまっている。
社会学は、社会関係を構成する最小単位としての個人
と個人の相互行為から出発する。一人の人間がいても、
誰ともコミュニケーションをもたずに孤立したままであ
れば、社会関係は成立していない。逆に一言を発せずと
も、ある人間のまなざしやふるまいが他者に影響を与え
たとすれば、そこには社会関係が成立している。
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このような日常的な行為連関から、複数の人間の間で
の社会関係を理解する上で大きな貢献をしたのは、むし
ろウェーバーである。かれの理論は、こんにちの多文化
共生を理解する上でも大きなヒントを与えてくれる。
ウェーバーにとってマルクスの社会構成体に相当する
社会形成上の理論として重要なのは、社会的行為を規制
するものとしての習慣（Brauch）―習俗（Sitte）―習
律（Konnvention）―法（Recht）に関する社会理論で
ある。この理論は、人々の生活世界で個人の行為の方向
性を規定する習慣化した行為としての習俗から近代的な
行為を拘束する合法的な法まで考察したものである１）。
人々の行為は、いつの時代にも初めて選択される行為
というよりは、多くが習慣化している行為を含む。この
ように「習慣がながいあいだのしきたりにもとづく」場
合を習俗と呼ぶ２）。このような習俗の理由を問いただし
てみれば、それは自然に適応的であったり、まじない的
な象徴性を帯びていたりすることが多い。
習俗に反する行為をする者は、自然によって報復され
たり、他者から非難されることも覚悟しなければならな
い。このように、他者との暗黙の合意の下で採用される
しきたりは習俗と呼ばれるが、自らの集団に強いアイデ
ンティティを感じるのは、他者との習俗が共通している
ことが大きい。
習俗によらない行為を選択しても、他者から排除され
ることはない。習俗は、同じ社会関係内部の者の自発的
な順守による。しかし、習俗によらない行為を選択した
ため、他人によって激しく非難されることもある。この
ような規制をウェーバーは習俗とは区別して習律と呼
ぶ。習俗が集団の自然の感情によって維持されるとすれ
ば、習律とは、集団のおきてによって維持されるもので
ある。
現代でいうならば、建設前に地鎮祭を行うとか、友引
に葬式を行わない、あるいは先輩には敬称を用い、後輩
には略するなどは、多分に習俗的なものであるが、これ
らの習俗を無視して仲間の怒りをかうとなれば、習律的
なものともいえる。しかし非難は、規則による制裁では
ない。それはあくまでも、感情の次元の話である。
ウェーバーは、自然の感情による習俗から、ある種の
拘束力ある習律を通して、さらに背いた場合、明確な権
力により制裁が合法化されたものを法と呼ぶ。法に背く
ことは、習俗や習律に反することとは異なり、社会的犯
罪であり行為者は処罰される。現代社会のなかで複数の
人間のあいだでの行為にもっとも大きな影響を与えるも
のは、法である。自転車に乗る人が、道を走るとき自然
に左側によるのは、乗りものは左側通行と交通規則でき
められているからである。
問題は、他者と社会関係を維持するとき暗黙にも依拠
する法とは、国家によって正当化された合法的な規則で
あるが、その内容のなかには歴史的に人々の慣れ親しん
できた習俗や習律が含まれることである。近代法といえ
ども、過去の習俗や習律を無視してできるわけではな
い３）。
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好例は日本国憲法であろう。戦後１９４６年公布された憲
法は、民主主義の砦のように解されている。しかし、現
憲法の構成は、世界の憲法と比べてみても特異なものと
思う。日本国憲法は、１１の章から構成されている。第１
章はいうまでもなく「天皇」であり、第２章が「戦争の
放棄」である。第３章は「国民の権利及び義務」とな
り、以下第４章「国会」、第５章「内閣」、第６章「司
法」、第７章「財政」、第８章「地方自治」、第９章「改
正」、第１０章「最高法規」、第１１章「補則」である。
国民主権をうたう近代的な憲法であるのならば、第３
章あたりから始まるのが普通であろう。そこでは、第１３
条「個人の尊重、幸福追求権、公共の福祉」、第１４条
「法の下の平等」、第１９条「思想・良心の自由」、第２０条
「信教の自由、政教分離」、第２５条「生存権、国の社会保
障義務」、そして第２６条の重要な「教育を受ける権利、
教育の義務」など、市民社会で生活する際に重要な多く
の国民の権利や義務が規定されているからである。
例えば、アメリカ合衆国憲法は、前文に続いて、第１
条「連邦議会」、第２条「大統領」、第３条「司法権」、
第４条「連邦と州との関係」、第５条「憲法修正」、第６
条「最高法規」、第７条「承認」となっている４）。
念のため、同じ敗戦国として出発したドイツ憲法も次
の通り。前文、第１章「基本権」、第２章「連邦および
州」、第３章「連邦議会」、第４章「連邦参議院」、第４a
章「合同委員会」、第５章「連邦大統領」、第６章「連邦
政府」、第７章「連邦の立法」、第８章「連邦法律の執行
および連邦行政」、第８a章「共同の任務」、第９章「司
法」、第１０章「財政」、第１０a章「防衛事態」、第１１章
「経過規定および終末規定」である５）。
お隣の大韓民国も、前文に続いて、第１章「総綱」、
第２章「国民の権利および義務」、第３章「国会」、第４
章「政府」、第５章「法院」、第６章「憲法裁判所」、第
７章「選挙管理」、第８章「地方自治」、第９章「経
済」、第１０章「憲法改正」となっている６）。
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世界の憲法を紹介するのが狙いではなく、日本国憲法
がいかに過去の習俗を受け継いでいるかを示したいため
なので、その他の国の憲法の紹介はやめる。
いいたいのは、戦後の民主主義憲法といえども、明治
憲法同様天皇の地位から始めなければならなかったの
は、過去何世紀にもわたり日本社会の中枢たる天皇の地
位から始めないでは、当時の為政者にとって国民統合に
自信がもてなかったからであろう７）。「神道国」日本
が、戦後、民主主義国家として生まれ変わるにも、天皇
の地位から始めないでは現憲法そのものもできなかった
のである。過去の権威に対する諸観念が、近代法の精神
にも浸透している例である。
ついでにいえば、第２章の「戦争の放棄」も、いかに
も唐突的である。しかしこれも戦前の天皇制と一体化し
た侵略戦争に対する真摯な反省なくしては、現憲法も意
味をなさなかったためである。「戦争放棄」の条文化
は、天皇制を残すことと引き換えとされるが８）、過去へ
の反省が、現憲法の真髄にまで影響を及ぼしている例で
ある。
憲法だけではない。２００６年に改正された教育基本法に
も、これらの関係はみてとれる。この改正では、新たに
前文に、民主的で文化的な国家を維持するために、個人
の尊厳や真理・正義を追求することと並んで、「伝統を
継承し、新しい文化の創造をめざす教育を推進」すると
された。これを踏まえて、１２年度からの学習指導要領の
改正により、武道が復活し、柔道や剣道が学校で教授さ
れ始めているのは記憶に新しい。日本の伝統的な精神、
習俗にもつながる魂の教育が、学校教育にも「復活」し
てきているのだ。
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これらのことを別な言葉でいうならば、グローバルな
時代の教育も古来の習俗や習律を無視しては考えられ
ず、いろいろな衣をかぶって深層でさまざまな文化諸領
域に影響を与えているということである。
恐らく今なお問題であり続ける会社人間や過労死、働
き過ぎなどの現象も、古来の習俗や習律を抜きには考え
られない。和をもって尊とし、他人の迷惑になることを
何よりも恐れ、与えられた義務にひたむきにつくす姿
は、日本人の古来からの習俗、習律であったろう。うち
こむ対象が、田畑から企業に代わっても、人の精神は変
わらない。たとえ表面は変わったようにみえても、深い
ところでは、形を変えて蘇る。
東日本大震災の最大の教訓は、これまであまりに身近
なスパンでものごとの変化を追いかけてきたが、５００年
なり１０００年単位でみないとわからないものが存在する事
実に目を向けてくれたことである。２０１１年３月１１日の地
震に伴う巨大津波の発生は、多くの人々にとってまった
くの想定外であったが、歴史を長いスパンで見直してみ
ると、類似の震災は、想定外どころか、ある種の周期性
をもってたびたび繰り返されていた。
精神界も同じで世代論などでは、１０代と２０代の差、団
塊世代とその後の世代の違いなど、身近な期間にみられ
る変化が強調されてきたが、重要なのはむしろ変わって
も５００年、１０００年単位を要するもの―その意味では、長
期間変わらないものの方であろう。
日本人の古層に生き続ける習俗や習律などは、その代
表的な例で、姿を変えてそれは長期間生き続けている。
それゆえ近代法もまた、各民族の習俗や習律を無視して
は、構想されないし機能しえない。
ところで日本人の長らく古層に生き続ける習俗や習律
を形成しているものは、国家単位のものというよりは、
国家をも包摂するより広域の地域単位に関わるものでも
ある。国家は、成立してからたかだか２～３世紀の歴史
しかもたないが、国家周辺の地域は、有史以来、孜々
営々と人々の交流が行われていた。今なお人々の精神の
古層に生きる習俗や習律は、こうした時代の交流によっ
て形成されたもので、現在なら複数の国家にまたがるも
のである。
しかもこうした人々の交流を通して形成された習俗・
習律が、各国の文化の核となる。こんにち文化と呼ばれ
ているものには、習俗・習律が凝縮している。文化は、
対象が茫漠としているが、そのためにも習俗・習律の次
元にまでさかのぼって理解される必要がある。
具体的な例をあげる。現代の日本人の深層にも生きる
習俗や習律の源泉になっているものは、忠・孝の思想で
あろう。共同体に属する上位の者に対する忠と家族内部
で発揮される親など目上の者への孝とは、多くの社会関
係の中核に位置するものである。日本人である限り、今
なお、この忠・孝の観念から自由に行動することは難し
い。
いまさら忠・孝の時代でないと思われる方は、昨年
（２０１２年８月）のオリンピックで選手たちが異口同音、
チームに迷惑はかけられないといい、勝った選手が日本
の勝利に貢献できてよかったと答えているのを想起すれ
ばわかる。iPS細胞の研究でノーベル賞に輝いた山中伸
弥氏が、「日の丸の支援がなければこのような素晴らし
い賞は受賞できなかった。日本の国が受賞した賞だ。
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・・・友人に、家族に、・・・そして８０歳を超えている
母親に報告できたことがうれしい」と述べたなかにも依
然として忠・孝の精神は生きている９）。
しかしこの忠・孝の思想は、日本にのみみられるもの
ではない。すでに和辻哲郎は、『日本精神史』のなか
で、古代の日本は孤立していたのではなく、アジアとい
う大きな思想潮流の大海原のなかの一地方ともいうべき
存在であって、アジアと切り離された独自性など考える
べくもないと述べている１０）。今さら東アジア共同体など
といわなくとも、日本は交易はもとより、文化や思想に
おいても広くアジアなり東アジアをベースに交流してき
た。
これは別の言葉でいえば、多文化とは、現代のように
国民国家の時代となり、海外から多くの人が来て初めて
問われるようなものではなく、い
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。和辻がいう、日本社会そのものが、東アジ
アの大海原に身をさらし続けて存在していたということ
は、このことに他ならない。
共通の文化にさらされながらも隣国どうしで差のみら
れることは、多地域にまたがる国々が、それこそ習俗の
違いに応じて独自に変形（デフォルメーション）しつつ
受容してきたからである。
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日本人の行動がいかに多文化からなり、かつ長期にわ
たり人々の精神の核となっていたかは、新渡戸稲造がア
メリカ人に日本人の行動の基礎にあるものとして書いた
『武士道』にいかんなく示されている。
新渡戸は、武士道の淵源を仏教に求めた。運命にたじ
ろがない平静な感覚、不可避に対する静かな服従、武士
に要求される生より死を受容する態度は、仏教によると
する１１）。また同時に武士道への影響として強調したの
が、禅である。その心髄は瞑想である。禅は、仏教が中
国に伝えられたとき、禅として受容されたものである。
加えて、仏教の与えなかったものを神道が与えたとなる
と、日本人の行動様式の深層には、仏教、儒教、なかん
ずく神道が共存している。
新渡戸はさらに義、勇、仁、礼、誠、名誉、忠義な
ど、日本人の行動の深奥にあるものを順次取り上げてい
くが、これらが仏教や儒教と深くかかわっているのは明
らかである。もちろん、これらの精神がいかんなく発揮
されたのは、武士の時代である。したがって武士道の根
本的な高揚は、武家が支配権を握っていた時代であり、
「１８７０年［明治３年］廃藩置県の詔勅」１２）によってその
生命は終えたともいえる。
しかし武士道のもとになった精神は、時代が変わって
も生き続ける。「武士道は一つの独立せる倫理の掟とし
ては消ゆるかもしれない、しかしその力は地上より滅び
ないであろう」１３）。先にみた山中氏の国への忠、上の者
（母）への孝、同僚や家族への感謝に満ち溢れた言動
は、現代流武士道の現れともいえる。武士道の淵源に、
仏教、儒教、神道が存在している限り、ある時代が過ぎ
ても、その魂は次の時代にふさわしい形で再生する。宗
教とはそのようなものである。
武士道と禅の関係をとことん追求したのは、鈴木大拙
である。禅は、打坐のなかで生と死の境界を越える。ま
たこのような観念を重んじるところから、行動を重視す
る。「ひとたび決心した以上、振り返らずに進むこと」
である１４）。生と死の境界を越えた以上、潔く死ぬこと
は、武士のもっとも重んじるところとなる１５）。「日本人
のこの死に対する態度は禅の教えと一致した」１６）。
この禅が、仏教、儒教にも反応した。「禅は・・・、
仏教によって代表されたインド思想に対して中国的に順
応したのであり、これがために禅は唐代に発達して宋代
に栄えたように、中国人の心理傾向を反映するものに他
ならない・・・。その意味は禅はインド思想の型を離れ
て、きわめて実践的で倫理的であるということであ
る。・・・禅はその実践性を儒教からえ、儒教は禅の教
えを通して、ある点間接にだが、インド的な抽象的思索
癖を吸収し、結局、孔子一派の教えに形而上学的な基礎
を与えることに成功した」１７）。
これらは、インド的無の思想に対する中国的空の思想
という具合に、数多くに共鳴しあう。少なくとも、常に
死と向き合わざるを得ない武士が、「死を克服せんとす
る考えをもって、禅に近づくのは当然」となる。「武士
の心構えと禅の直接的・実践的教養との間には一種の論
理的な関係があった」１８）。
日本人のこの運命に冷静に向き合う精神は、性別を問
わない。新渡戸よりは若いが、ほぼ同じ時代を生きた長
岡藩家老の娘、杉本もいう。
「日本人が過去の幾代にもわたって、感情を強く表に
現すことは品を落し、威厳を損なうものだと教えられて
来たことを一所懸命に説明いたしました。けれども、こ
れは感情を抑圧しようとしたのではなく、唯、人前にあ
らわにすることはよくないとされていました」１９）。「結
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局、日本人というのは、感情を出さない国民です。ごく
最近まで、良家の子女は、強い感情を抑えることを、そ
の心にも生活にも仕込まれて参りました」２０）。
東日本大震災で親を失い、子を失いながらも、インタ
ビューで涙すらみせずに受け答えした姿は、海外の人々
を驚愕させた。日本人は、感情を表面に出すことは恥ず
べきことだとの観念が刻印されているのではないかと。
新渡戸もいう、「武士が感情を面に現わすは男らしく
ないと考えられた。『喜怒色に現わさず』とは、偉大な
る人物を評する場合に用いられるる句であった。最も自
然的なる愛情も抑制せられた。父が子に抱くは彼の威厳
を傷つくることであり、夫は妻に接吻しなかった―私室
においてはともかく、他人の面前にてはこれをなさなか
ったのである」２１）。私情は、公の場で発揚することはは
ばかられたのである。
海外で挨拶の軽い接吻は、テレビでおなじみのものだ
が、日本人にはいまだに広まっていない。先述の杉本も
兄のいるアメリカに到着後、多くの人々がプラットホー
ムで頬を寄せ合う姿に接し、日本を離れる前に母が述べ
た「異国では、犬のように、お互いになめ合う習慣があ
るとか聞きますが・・・」という言葉を思い出してい
る２２）。
民族の習慣が長いスパンで持続する例を杉本と共に確
認すれば、主人公が郷里から列車に乗るとき、思わず家
に入る感覚で入り口に下駄を脱いだことが紹介されてい
る。「車掌さんが窓からその下駄を入れて」くれたが、
同じ間違いをする人が後を絶たず、当時の「車掌さんは
列車毎に下駄を集めるのが仕事だった」２３）という。さす
がに現在は、列車に乗る際、靴を脱ぐ人はいないが、自
分の家では、日本人は今も靴を脱いで入るのが一般的で
ある。
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こうした習俗の形成に、陰に陽に宗教が関係している
となると、文化の融合を宗教界を例に考えてみよう。古
来から宗教は、人々の救いに関わるだけに人間の行動の
原点になってきた。この点で習俗や習律は、形を変えた
宗教でもある。過去にさかのぼればのぼる程、人々の行
為に占める呪術的要素は多くなる。過去ほど、人々の行
為は、穢れやもののけなどの観念によって大きく左右さ
れる。
ところで今なお、日本人の深層に生きる宗教観念が生
まれたのは、平安から鎌倉にかけてである。禅を世界的
に広めた鈴木大拙は、日本的霊性は鎌倉時代に目覚めた
と述べたが、平安から鎌倉にかけて、こんにち影響を与
えている多くの宗教的始祖が生まれた。天台宗の最澄、
真言宗の空海、浄土宗の法然、浄土真宗の親鸞、臨済宗
の栄西、曹洞宗の道元らである。
注目したいのは、これらの僧の多くが中国で修業し、
その中核的な思想を中国からもちかえっていることであ
る。仏教を禅の形で普及させたのは、栄西や道元である
が、これは当時の中国が仏教の真髄を禅、すなわち「只
管打坐」に求めたからである。宗教が、習慣―習俗―習
律―法にまで影響を与えているということは、すでにわ
れわれ日本人の精神にインド的にして中国的なものが存
在していることを物語る。われわれの精神そのものが、
現代の国家レベルでいうならば多国間にまたがる多文化
を前提にしているのである。
忠、孝をめぐる中国との違いは、家族の間での孝が中
国で重視されたとすれば、日本では、忠の方が重んじら
れたことである。新渡戸も、「中国では儒教が親に対す
る服従をもって人間第一の義務となしたのに対し、日本
では忠が第一位に置かれる」との説を、まったくその通
りとしている２４）。
忠を絶対視した悲惨な結末が、第二次世界大戦の戦禍
に通じていったことは多くの人の認めるところである。
逆に家族や同族内部の孝をあくまでも優先する中国は、
いまもって強力な中央集権的権力なくして国家の維持も
難しいこと、多言を要しない。
ようするに国に先立つ各地域の民衆は、それぞれの習
俗に見合う形で独自に宗教や救済観念を受け入れ、のち
に形成された国家が次にそれらを民衆統治の手段に変形
しつつ制度化していったのである。これをみても文化に
は、すでに隣接諸国のさまざまな習俗が凝縮されてい
る。文化は、どうみてもそれ自体が多文化なのである。
日本人にとって世代が違っても、毎年盛夏のお盆や新
年の初詣でにぎわう寺や神社であるが、そもそも寺の語
源は朝鮮だという。「朝鮮語では delデルだが、日本語
では母音調和して laになり、デラとなったが、もとは
デルだという」のだ２５）。
最近になって隣接諸国から外国人が来て、他（多）文
化に接触することになったのではない。すでにわれわれ
の慣れ親しんでいる文化が、宗教にみられるように外来
の観念を多く含む多文化の所産である。多文化とは、相
手の文化だけでなく、日本人が慣れ親しんでいる日本の
文化そのものが、長い年月を経て形成された近隣諸国に
またがる複合多文化的なものなのだ。その意味で、どの
国の文化も単一ではなく、多文化からなる。
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したがって相手の文化の並存を前提に多文化とみるの
ではなく、自国の文化も以前から多文化であることを自
覚し、過去の近隣諸国や周辺地域との交易・交流に思い
をはせることの方がよほど重要ではないか。日本人の意
識や行動に深い影響を刻み続けている宗教や救済観念
は、他国（多国）との交流によって構築されてきたもの
なのである。その意味で多文化とは、近年、他国の文化
と遭遇して始まったのではなく自国の長年の文化のこと
なのだ。
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ただそれでもこれまでみてきた文化は、隣国に踵を接
する場合のことであり、われわれが直面する文化には、
完全に異質なものもあるといわれよう。日本で生活する
外国人（労働者）を例にすれば、イスラームがそれに相
当するかもしれない。
考えてみると日本の近隣には、イスラームの地域なり
国が多い。中国の回族、ミンダナオを中心とするフィリ
ピン南部の地域、さらに看護師や介護福祉士で交流ある
インドネシア、加えてマレーシアやインド、バングラデ
シュの人々である。
イギリスの移民労働者問題では、同じ一神教徒のキリ
スト教徒とムスリムでも、習俗や習慣、規範や道徳は大
きく異なるとされる。一神教徒でもない日本人に、かれ
らの習慣や行動は、およそ理解不可能なものであろう
か。代表的なものをあげてみる。
イギリス社会で、しばしば西欧文化と異なるとみられ
るものに、イスラームの女性の扱いがある。イスラーム
にとって女性は、名誉の貯蔵庫ともいわれ、女性がどの
ような行動をとるかによって家族の品格が問われる。そ
のためイギリスでイスラーム圏の多くの女性は、外出す
るときスカーフをすることが多い。これはパルダといわ
れるもので、見知らぬ男性との接触を避けるシンボル的
な意味が含まれる。
しかし、日本も少し時代をさかのぼれば、女性の扱い
には現在のイスラームに共通するものが多い。以下は、
幕末の水戸藩の様子を描いた一節である。
「主人の供や走り使いいっさいその家来がやるので、
女中たりとも女はほとんど外に出ず、往来で女の姿を見
かけることは希でした。買い物も家来の仕事です」。「女
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、出るとなれば伴れか、お供が
なければなりません」２６）（傍点引用者）。
イギリスのロンドン、イースト・エンドのブリック・
レインは、別名バングラタウンと呼ばれるバングラデシ
ュ・コミュニティの中枢にある。この通りでみかけるバ
ングラデシュ系の人々は、今なお圧倒的に男子が多い。
これは移住先でも祖国の習俗に忠実に、外で活動するの
は男子で、女子の活動の場は家庭を実践しているからで
ある。二世や三世でも、放課後近くに買い物に行く際
は、兄や弟を伴うことが多い。
コミュニティでも活動の主体は、家長や男子である。
しかし、これまた以前の日本の姿でもある。
「一般に、女は直接禍が自分の家庭に及ばぬかぎり、
世間の事情に関心も持たず、また持たされもしなかっ
た・・・」２７）。「子どものころから、女が男に劣っている
ということは強く教え込まれていました」２８）。
女性の人権が認められない当時、結婚にもイスラーム
系との共通性は多い。現在でこそ日本の結婚は、両性の
合意によるが、以前は「両親の承諾なしでは、結婚とい
うことは成立しなかった」２９）。
では、イスラームで悪名高い一夫多妻はどうか。
「東湖は貧乏だとはいっても妾の二、三人もあり、本
妻の子のほかに妾腹の子を加えて九人も子どもがありま
した」３０）。東湖とは、幕末期水戸藩きっての学者であり
徳川斉昭のブレーンでもあった藤田東湖のことである。
やや長いが、一夫多妻が先日の日本の姿だったことは、
次の一文に余すことなく記されている。
「一夫一婦制度の確立した現代から見れば、甚だ不合
理的なことですが、血筋が絶えては先祖に申し訳がない
という思想は根強いものでしたから、子のない妻は、そ
のために妾をおくことに同意する場合も多く、・・・子
のないために離縁するよりは、妾をおく方がましだと思
う場合も多かったでしょう。・・・性道徳そのものが今
日とは違っていたので、形式的には一夫一婦制でも、妾
という名で、事実上の一夫多妻が認められていたのでし
た」３１）。
イスラームでは、４人の妻帯まで認められていると批
判されるが、日本でも先日まで妾をもつことは普通だっ
た。天皇が側室をなくしたのも、大正天皇からである。
どだい、側室制を欠いては万世一系など不可能であり、
江戸中期に即位した桜町天皇（享保２０年、１７３５年）から
大正天皇までの九代２００年弱の天皇は、すべて「庶子」
である３２）。側室制は、現代では重婚罪に相当する。
水戸の烈公（徳川斉昭のこと）は、「自分のような
『貴き人』は一夫多妻で多くの子女を生み広めなければ
ならないが、身分の低い者は一夫一婦にかぎる」とい
い、「貴い身分の者は妻妾を多くおいて生み広めるがい
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いが、賤しい身分の者は大家族を養うことができないか
ら一夫一婦を守って多く生まないがいい」と述べたとい
う３３）。これなどをみると、イスラームでは資産があって
も４人までであり、かつその真意も孤児対策であるだ
け、まだ大義があったというべきか。日本も過去をさか
のぼれば、イスラームは決して奇異な宗教ではなくな
る。
イギリスの教師を悩ませる早婚の習慣も、先日の日本
では、「女の子は十二、三のころからお縫子として、裁
縫のお師匠さんに弟子入りします」３４）。「女の子は十三
になると、村松の十三まいりといって水戸から三、四里
の村松へ神詣に行く例になっています」３５）。
「どうやら自分の着物は縫うことが出来、自分の髪も
まとめられます、というのがそのころの娘の嫁入り資格
でしたから、髪は十二、三から、一人で結う稽古をし、
互いに結い合いをして、人の髪も結えるようにしま
す」３６）。
長岡藩主杉本の母も「僅か十三歳という年齢で花嫁の
駕籠に乗り、槍持を先頭に新しい家に入った」のであ
る。当然「花嫁とはいえ、まだほんの子どもに過ぎませ
んでした」となる３７）。
イギリスの教育界では、学習期の十代の結婚に批判が
相次ぐが、杉本の母も一五歳で初産となった。そのため
杉本の姉と母とは、「二人の年齢の差はわずかに十五歳
でございましたので、姉は何かにつけて母と同じように
古風な人でありました」３８）といわれるようになる。
インド亜大陸の女性は、夫に先立たれるとイギリスの
コミュニティでもサリーの色を変えるが、日本にも女性
が結婚すれば「色」で区別する類似の習慣があった。
「厄介なのはおはぐろでした。年は若くても、嫁入りす
れば眉をおとし、おはぐろをつけるのでした」３９）。日本
でも女子は、未婚、既婚を「色」わけして示したのであ
る。
インド亜大陸出身の移民受け入れ国イギリスで繰り返
されているイスラーム系住民や家族内での出来事は、そ
の多くが、以前の日本社会でもみられたことばかりであ
る。
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イスラームといえば、ほぼ代名詞にもなっているハ
ラール・ミールなどの食物規制はどうか。現在、食物規
制の少ない日本人は、何でも食べるといわれる。しかし
その日本人の食事も、以前はこんにちでいうベジタリア
ンそのものであった。
「食べ物は、肉類はもちろん使わず、お魚は地元のも
のだけですから、種類は今日よりはるかに少なく、単調
でしたが、鰹や鰯は豊富でした・・・」４０）。日本人が肉
類を食べるようになった際のてんやわんやぶりは、長岡
藩家老の生活を描いた『武士の娘』にこれまた余すとこ
ろなく描かれている。
「初めて私が牛肉というものを口に致しましたのは、
八歳の頃でございました。殺傷を禁ずる仏教が伝わって
から千二百年間というものは、日本人は獣の肉はいただ
きませんでした。でも近頃では、信仰も習慣もずいぶん
と変わりまして、どこの料理屋でも旅館でも、お肉を出
すようになりました。ところが私の幼い頃には、牛肉と
いえばいみきらわれたものでございました」４１）。
もし食べるなら、仏様を穢さぬように仏壇に目張りを
した４２）。肉どころか牛乳すら、飲む者には、「お生まれ
になった赤ちゃんは額に小さい角があるとか、手の指は
五本ともくっつき合っていてまるで牛の蹄のようになっ
ているとかなどと、聞かされたもの」だった４３）。
幕末に下田に滞在したハリスが病気になったとき、か
れは体力回復のため奉行所に牛乳を要求した。しかしな
かなか手に入らず、入ってもかなり高額であった。来日
早々、牛乳の入手を申し出たときは断られている４４）。幕
末時においても、日本人庶民に牛乳を飲む習慣はなかっ
た。
日本の歴史を少しさかのぼっただけでも、イスラーム
と共通するものがみえてくる。いうまでもなくイスラー
ムは、メッカからブリッジランドを経て西は北アフリカ
から東はイランを経て、インド亜大陸、インドネシアに
伝播していった。地中海世界のなかでも北側のギリシ
ャ、イタリアに向かわなかったのは、同じくユダヤ教に
発するキリスト教が、これらの地域ですでに確実な地歩
を占めていたからである。
しかしイスラームの向かった地域は、いずれも部族制
の強い地方であった。そのためイスラームと部族制社会
の習俗の融合も進んだ。同じ中東世界に源を発しながら
も、キリスト教がすでに個の尊重や一夫一婦制を採用し
ていたギリシャ文化と接触していったのとは大きな違い
である。こんにちイスラーム的といわれているなかに、
むしろ部族制社会の名残りとみた方がすっきりする特徴
が多いのもこのためである。
したがってイスラーム文化と共通するものが、以前の
日本のみならずヨーロッパ社会にみられたとしても、部
族制社会を経由してきた社会であればそれは当然であ
る。その意味では、洋の東西を問わず、イスラームなら
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ぬ部族制社会に顕著な習俗・文化を徐々に衰退させてい
ったものは、何か。想うにそれは、１社会の経済的な発
展、２高等教育の普及、３人権思想の深化である。
社会の産業化・近代化は、個人の自由と多文化、多民
族相互の交流を促進させる。そのことにより諸個人の自
立化を促す。高等教育の普及は、人々に科学的な知識を
与え、科学には国境がないだけに、グローバルな思考を
もたらす。グローバルな思考は、人権思想も深化させ、
いわれなき偏見や男女の格差にも敏感にさせる。
日本の明治以降の産業の発展は、狭隘な空間に閉じ込
められていた鎖国体制から人々を解放し、二度にわたる
世界大戦やそのほかの近隣諸国との戦争を伴いつつも、
先のような歴史の歩みを示している。
それゆえイスラームが、もともと他文化に対し排他的
であり、女性の扱いにも差別的とは思えない。繰り返し
になるが、イスラームの伝播した地域が家父長制の強い
所だっただけに、家父長制ともかなり融合した。家父長
制社会に産業化や高等教育が普及し、人権思想が浸透す
れば、家父長的な要素もしだいに溶解する。そのときな
お残るものが、本来のイスラームとなるが、それは５つ
の戒律に示されるようなユダヤ教やキリスト教など、ほ
かの一神教にも近いものになるだろう。
イスラーム独自の儀式といわれる断食も、明らかにユ
ダヤ教、キリスト教にあった習慣である。朝食を英語圏
では breakfastというが、fastとは断食のことである。
断食を破る行為が朝食、すなわち breakfastである。い
わばこうした儀式をユダヤ教やキリスト教は、近代化に
適応していく過程で脱ぎ落していくが、神と人間との契
約なり神の警告を思い出させるムハンマドが最後の預言
者とされるのも、先輩宗教の産業化や近代化との妥協に
ある。
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この意味では、東西文化の差を固定的、かつ対立的に
捉えるのも間違いである。東西文化の差として取り上げ
られるのは、血縁関係の絆をめぐってである。すなわ
ち、神との関係より親や目上のものとの忠、孝をいつも
優先するのがアジア社会と機械的に考えてはならない。
たとえ仏教徒にあっても、真理との関係を見極めようと
する者にとっては、忠、孝も否定される。
好例は道元が、一人っ子に仏門に入るのに母を捨て修
行に行くべきか否かを尋ねられたときの答えである。か
れは、「真理の前には母子の愛は私情である」と答え
た４５）。仏の前では、母も特別の存在ではない。「『母なる
がゆえ』の特殊の情を捨てることである。すなわち
『孝』は『慈悲』に高まらなくてはならない。『子』は
『仏弟子』に高まらなくてはならない。かくして実現せ
られる愛の行は、『母のため』ではなくして『真理のた
め』である」４６）。
母もまた、真理を追究しようとする息子を誇るに違い
ない。仏による真理への道はそこまで高まらなければな
らない。ウェーバー流の東西文化の差を機械的に解釈
し、東を血統を絆に結合する社会、西を血を否定し、理
念を絆に結びつく社会とはいえない４７）。道元にしても親
鸞にしても、その道を究明しようとした日本の宗教家
は、イエスが、真理を前に語ったとされる「親兄弟をも
否定しえないものは私の弟子ではない」と同じ境地にあ
った。
道元にとって重要なのは、仏性固有の法則に即するこ
とであって、肉親や他人に賞賛されるためではない。仏
固有の法則性の追究は、イエスの神の固有の法則性認識
と異ならない４８）。
もう一つ例をだそう。道元の師、明全が宋で本格的な
修業をしようとしたとき、かれの師明融阿闍梨（みょう
ゆうあじゃり）が不死の病にかかった。余命いくばくも
ないことを悟った師明融阿闍梨は、明全に自分の死をみ
とった後に入宋することを願った。しかし、明全は、師
との関係も断ち切り、計画通り入宋を断行した４９）。明全
に同行し入宋した道元は、仏の道を前にして明全のとっ
た行動を完全に正しいと断じている。
仏法の道を極めんとするなら、親兄弟はもとより、師
の恩すらときには否定しなければならない。ここには真
理のためには、肉親の情すら越えなければならないこと
が洞察されている。真実を極めんと欲する者にとって東
西に差はない。ただ東洋では、これらの行為は人情を捨
てる所業といわれる５０）。
男女の差別も同様である。イスラームのみならず、ア
ジア固有の宗教仏教も、女子差別を根にもつとされる。
早い話が仏教にあって女子は、ほとんど救済の対象から
除外された存在である。しかし道元は、このような観念
に真っ向から反対し、日本の仏教界に大きな影響を与え
ている。
差別にことごとく反対した道元の「特に彼が熱心に攻
撃するのは、仏教界に著しい女の差別待遇である」５１）。
「女人の済度を拒むのは人類の半ばを捨てるのである。
それは慈悲とはいえぬ。かくて道元は『日本国にひとつ
のわらひごとあり』として、女人禁制の道場のあるこ
と」５２）をあげた。仏性に基づく真理を見極めんとした日
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本の一思想家による、仏の慈悲に男女差などあろうはず
がないとの信念は貴重である。
『正法眼蔵』の「礼拝得髄」の一説でもいう。「女流は
貪婬所対の境界にてありとおもふこころをあらためずし
て、これをみる。仏子かくのごとくにあるべからず」５３）。
女子を性的対象にみてはならない。もしそうなら、男子
も同じである。仏を極めんとする者にとり、男も女もま
ったく平等である。女子を敬うことができなければ男子
も同じで、性に違いはないのだ。
このような遠く釈迦の平等思想にも及ぶ精神を称し
て、和辻は、それはキリスト教の神の前で人は平等とま
ったく同じと述べた５４）。道元にとって「救いとは赤児が
母のふところに抱き取られるるがごとく何物かに抱きと
らるることではなくして、自己を仏にすることである。
法を我々において具現することである」５５）。道元の救済
に関する固有法則性の認識とは、この意味においてであ
る。ここにかれの説いた「脱落心身」５６）の真の意味があ
る。
ただこう主張することによって、すべての宗教上の差
異が溶解するというつもりはない。しかし少なくとも、
次のようなことはいえるだろう。これまで地球上の人々
の行動を区別するものとして、東西文化の差、その根底
にあるものとしての東西宗教の差が注目されてきた。端
的にいって一神教対多神教、覚醒預言的な神をもつ宗教
対神なき宗教としての仏教や儒教との差である。
しかし、これまでみてきたようにそれぞれの宗教の創
始者なりカリスマ的預言者のレベルでは、東西の宗教に
もかなりの類似性がみられる。問題は、本来宗教とみら
れていたものに部族的要素が混在していたり、産業の未
発展により、民衆の人権意識や民主主義が定着していな
いなど、副次的要素が大きい。また宗教上の創始者と大
衆に、教義の理解に対し落差もある。宗教上の理念は、
常に帰依者という大衆によって担われざるを得ず、カリ
スマ的な指導者と帰依者との間には、いつも神性に関す
る理解に差が生じる。指導者どうし理念では通底してい
ても、帰依者どうしでは正反対の行動様式になることも
ある。
一見対立しているようにみえる宗教でも、創始者どう
しのレベルでは、深いところで理念が共有されているこ
とも多い。だからこそ宗教は、その倫理を徹底させれ
ば、その他の政治、経済、芸術、音楽などの諸領域とも
鋭い緊張関係となって現れるのだ。
宗教には、宗教独自の理念があり、それを徹底的に
「純粋化」「合理化」するならば、表面上の差異を超え
て、意外な共通性を示すだろう。社会学の世界で、社会
学の創始者コントが世界宗教を構想したのも、こうした
確信ゆえであろう。
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あらためていうまでもなく文化とは、茫漠たる概念で
ある。しかし社会学の領域で、人々の諸行為に影響を与
えるものを指す場合、文化は習俗と深く結びついてい
る。文化とは、習俗に対する近代的な命名であり、習俗
とは、文化の土着的な名称である。しかるに習俗とは、
近代国家の成立よりも長い歴史をもち、こんにちの国家
の領域をもはるかに超える広域諸地域にみられるもので
ある。人の移動は、こんにちに始まったものではなく、
国家成立以前から民衆どうしの交流は綿々と続いてい
た。習俗が、現代の国家を越えて隣接諸地域に広範に共
通してみられるのは、国家形成以前からの民衆の交流を
思えば当然なのである。
同時に過去にさかのぼればさかのぼるほど、習俗に宗
教の与える影響は甚大である。人が動物と区別されるの
は、救済に対する観念であろう。人は有史以来、独自に
民族の、部族、家族、なかんずく自己の救済に関心を抱
き続けてきた。したがって習俗と宗教は、過去にさかの
ぼればさかのぼるほど、分かちがたく結びついている。
習俗の近代的な命名が文化となると、文化もまた宗教と
密接に結びついている。
文化が宗教と密接に結びつくものなら、文化とは国単
位のものでないことも明瞭である。日本の習俗の基底に
神道、仏教、儒教、道教等々が浸透していることを知れ
ば、日本人が身体に身に着けている文化それ自体が、近
代国家形成以前からの多宗教、多習俗、多文化からなる
ことがわかる。
多文化共生とは、こんにちになって海外から外国人が
やってきて、かれらの身に着けている文化や宗教との関
係で問われるものではなく、われわれの文化そのもの
が、すでに多文化からなっていることを自覚することか
ら始まる。そのことが自覚されれば、多文化共生に必要
なことは、相手の文化以上に自分の文化の理解の方であ
ろう。そのとき、多文化共存に求められることもより明
確になると思われる。
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